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【研究テーマ】
研究テーマは、一つ目が「脳卒中患者の姿勢制御」です。

現在取り組んでいるのはプッシャー症状のある患者さんの

客観的評価です。二つ目は「姿勢制御および運動制御にお

ける体性感覚情報の役割」です。これまで、足底の冷却や

腱への振動刺激などにより得られる生体現象から感覚情報

の役割を研究してきました。今年度からは、これまで得ら

れた知見を基に、三つ目である骨盤底筋群の随意収縮を知

覚し易くするための研究に取り組みます。
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証拠に基づいた理学療法は非常に重要です。しかし、根拠として現在のスタンダードとして扱われて

いることは、未来永劫、根拠として残る保証はありません。すなわち、現在の根拠は反証されて新し

い根拠にアップデートされます。理学療法学の更なる発展のためにも大学院での学びを通して「根拠

のアップデート」をしてみませんか。

研究業績✍

特命教授

d a i g a ku i n@m l . hyo -med . a c . j p

※2026年度着任予定

https://researchmap.jp/50167871
mailto:daigakuin@ml.hyo-med.ac.jp

